
左上：道北風力川南 WF（稚内市｜2023年）／右上：ロイズふと美新工場（石狩郡当別町｜ 2022年）
左下：札幌円山整形外科病院（札幌市｜2023年）／右下：DPL 札幌レールゲート（札幌市｜ 2022年）

北海道では、2031年春の開通を目指している北海道新幹線札幌延伸工事や、半導体製造工場新築工
事、札幌駅前通り、札幌駅周辺の再開発等、建設業が携わる仕事が数多く計画・実施されています。
こうした需要拡大に対して、建設業界では優秀な人材を確保するため、キャリアアップシステムを
はじめとした技能者を支える制度の充実、4 週 8 休の実現、賃金アップなど、働き方の改革を推進し
ており、第一線で活躍する技能者の処遇改善に取り組んでいます。
我々札幌利友会は、約 150 年の歴史と伝統をもつ戸田建設株式会社と共に、 皆さんが普段使用してい
る橋や道路、 住居や商業施設、オフィスビル等、人々の日常を支える建築物を多く手掛けてきました。 
時代が変化していく中でも、常に最善を尽くして安心 • 安全で快適な社会資本整備に携わり、地域社
会に大きく貢献してきました。
札幌利友会では、高い技術力をもった技能者に手当を支給する制度もあります。
皆さんが建設業界の門をたたき、 活躍することで、明るい建設業の未来が創られていきます。
近い将来、 エネルギーあふれる若い皆さんと一緒に働くことを楽しみにしています。

札幌利友会 会長　藤井公人（株式会社藤井工務店）



我々が手掛ける軽量鉄骨下地組の役割は、間仕切り用
の壁や天井の下地を組む工事です。内装工事における
最初の工程と言えます。
仕上がってしまうと見えなくなってしまいますが、何
もない状態から形にしていく過程に、やりがいと責任
を感じる仕事です。
これからも安全・品質・生産性の向上を意識し、建築
を通じて社会に貢献し、人がいきいきとする居住空間
の創造を提供していきたいと思います。

札幌職長会 会長　木村恭平

無から形へ匠の技術の伝承へ

日本が直面する生産年齢人口の減少に伴い、建設産業
においても匠の技をもった団塊の世代から次の世代へ
の技術継承が大きな課題となっています。
時間外労働の上限規制が適用され、働く環境も大きく
変わってきています。建設産業の未来の為に、そして
建物に集う人々の暮らしの為に、次の世代へと匠の技
術の伝承をしていかなければなりません。
我々とスケールの大きい仕事を一緒に作り上げていき
ましょう。情熱をもった若い人達を待っています。
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清和記念病院
札幌市｜ 2022年

東海大学付属札幌高等学校
札幌市｜ 2016年

湧別漁協ホタテ加工場
湧別町｜ 2023年

北海道コカ・コーラ幸楽輸送本社
札幌市｜ 2022年

愛知産業北見処分場
北見市｜ 2023年

コープ江別冷凍冷蔵庫
江別市｜ 2023年

北海道大学医学部附属病院
札幌市｜ 1997年

北海道新幹線 万太郎トンネル
北斗市｜ 2015年

函館国際ホテル
函館市｜ 2018年

東日本道路夕張川橋床版
江別市｜ 2023年

シャレーアイビー定山渓
札幌市｜ 2019年

ANA クラウンプラザホテル千歳
千歳市｜ 2017年

大野ダム
北斗市｜ 2001年


